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巻 頭 言

瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

センター長 小櫃 剛人 

新型コロナウイルスの感染者増加の波が続き，2020 年度から引き続き，2021 年度にお

いても西条ステーション（農場）および竹原ステーション（水産実験所）での実習授業で

の制限が続いています．受講者数を制限したり，内容を変更することによって，学内向け

の実習は実施することができましたが，教育関係共同利用拠点として，他大学学生を迎え

ての実習はほとんど実施することができませんでした． 

そのような中，竹原ステーションでは，水産実験所周辺の干潟や海中の様子，実習の様

子などを収めた動画を編集し，ホームページで公開することを始めました．また，授業で

用いる専門用語の解説や，海の生物の図鑑などもホームページで公開し充実させてきまし

た．対面での実習ができない中で，こうした教材や資料を充実させる努力を続けています．

竹原ステーション・水産実験所での教育関係共同利用拠点は 2021 年度で 2 期目が終了し，

2022 年度から 3期目の教育拠点として文部科学省から認定されました．3期目では，「里海

の持続的利用およびレジリエンスを学ぶ教育拠点」として，これまでの内容を発展させる

こととしています．持続可能な開発目標（SDGs）の目標 14（海の豊かさを守ろう）に対応

させ，里海・瀬戸内海をフィールドとして，気候変動や様々な人為的撹乱に対する水圏生

態系のレジリエンス（強靭性，回復力）について重点をおく教育活動を展開することを計

画しています． 

西条ステーションの農場においては，農場乳牛舎の改築から１年が経過し，新たな牛舎

での生産活動が軌道に乗りはじめ，搾乳牛の頭数も増加してきました．最近，気候変動や

温室効果ガス削減に対する関心が高まり，ウシから排出されるメタンについても関心が寄

せられています．家畜生産と環境持続性を両立するような取組みや教育活動が，ますます

重要になると思われます． 

 本報告では 2020 年度での教育研究活動および研究報告が掲載されています．これらの情

報が今後のフィールド教育研究の一助となることを願っております． 
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海洋フィールド科学に関するデジタルコンテンツのオンライン教材としての活用

近藤裕介*・西田雄介・柚村七々実・縄田将己・坂口愛海・岩崎貞治・加藤亜記・大塚 攻

広島大学大学院統合生命科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育センター竹原ステーション  

〒725-0024 竹原市港町 5-8-1

広島大学大学院統合生命科学研究科附属瀬戸

内圏フィールド科学教育研究センター竹原ステ

ーション（水産実験所）（以下「竹原ステーション」

と呼ぶ）では施設利用の案内および本施設の活動

内容を広報するために，施設オリジナルのホーム

ページを作成し，平成 17 年 3 月より運用してい

る（https://fishlab.hiroshima-u.ac.jp/）（図 1）．この

ホームページでは組織概要や各研究室の紹介，施

設で利用できる実験器具類・設備を確認できるこ

とに加えて，竹原ステーションを利用して行われ

た実習の様子や所属教職員・学生の研究成果など

を「TOPICS」として随時，更新している．

 竹原ステーションは平成 24 年 7 月 31 日より文

部科学省の教育関係共同利用拠点（「瀬戸内海に

おける里海学フィールド教育拠点」平成 24 年 7 月

31 日～平成 29 年 3 月 31 日，「瀬戸内海における

里海フィールド科学教育の新展開」平成 29 年 4 月

1 日～平成 34 年 3 月 31 日）として認定され，現

在まで本施設の教育施設・設備を全国の国公私立

大学の教育課程上の演習・実習へ積極的に提供し

ている．本施設では他大学生向けに「臨海資源科

学演習」，「里海フィールド演習」，「瀬戸内海の養

殖水産物を学ぶ総合演習」の 3 つの演習（各 2 単

位）を実施しており，演習後には受講生にアンケ

ート調査を実施して演習内容の改善に役立てて

いる．この 3 つの演習は他大学の農学系（水産）

に加えて，農学系（非水産），生物系を専攻する学

生が受講しているが，アンケート結果から特に

「専門用語がわからない」，「専門用語の意味の理

解にてこずった」などといった声が多く上がって

いた．これを受けて平成 29 年度から「実習・演習

に関する学術用語の解説」をホームページ上に新

たに開設し，演習の受講生が事前の予習・事後の

復習に活用できるようにした．また，同ホームペ

ージ上の WEB 図鑑「瀬戸内の生き物」について

も掲載種の充実化を図り，水産を学ぶ学生以外に

も海の生き物を身近に感じてもらえるように工

夫を凝らしている．また，近年，台風や記録的な

大雨などの自然災害，新型コロナウイルスの全国

的な感染拡大などにより，野外でのフィールド演

習を中止せざるを得ない状況が増加している．こ

図 1．竹原ステーションホームページのトップペ

ージ．赤枠はオンライン教材のバナーを示

す．
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表 1．「実習・演習に関する学術用語の解説」に収

録された単語数．

のような状況下で実際に野外活動を行なえなか

った場合でも，演習を疑似体験することで演習の

雰囲気，内容の理解を促す動画を作成し，令和 2

年度から「竹原動画」としてホームページ上で公

開している．このことによってコロナ禍によって

失われたフィールド科学教育機会享受の補完に

なることを祈る．

本稿はこれらのデジタルコンテンツの概要，利

用方法を解説し，学生の演習内容の理解への貢献，

学習意欲の向上を図るものである．

1．実習・演習に関する学術用語の解説

（https://fishlab.hiroshima-u.ac.jp/yougoshu/
network-chugoku-yougo-zentai.html） 

図 3．「共生」に関する学術用語のトップページ．

学術用語 35 単語と引用文献が掲載されてい

る．

図 2．「演習・実習に関する学術用語の解説」のト

ップページ．8 つの大項目に分かれている．

「実習・演習に関する学術用語の解説」では演

習内容の理解に必要となる学術用語をわかりや

すく解説したもので，2021 年 8 月 24 日現在，293

単語が収録されている（表 1）．ホームページのト

ップ右側の「実習・演習に関する学術用語」の解

説をクリックすると（図 1），演習に関連する大項

目として「共生」，「魚病など」，「プランクトン」，

「海洋環境」，「無脊椎動物」，「有用水産動植物」，

「海藻」，「魚類」の 8 項目が表示される（図 2）．

各項目をクリックすると，項目に関連する学術用

語がページ先頭に表示されるので，各学術用語を

クリックすることで，用語の解説ページへ移動す

ることができる．例えば大項目「共生」をクリッ

クすると，「共生」に関連する学術用語が 35 単語

図 4．学術用語「ウオジラミ類」の解説ページ．

赤矢印は関連する図を示す．
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図 5．学術用語「吸虫類」，「単性類」，「条虫類」

の解説ページ．赤矢印は参考のリンクを示

す．

表示され（図 3），そこから「ウオジラミ類」をク

リックすると，ウオジラミ類の解説ページへ移動

するわけである（図 4）．解説ページは学術用語の

日本語表記，英語表記，解説文から構成され，一

部については学術用語に関連した図表が添えら

れている（図 4 赤矢印）．この図表はクリックする

ことで拡大表示することが可能である．また，ほ

かの学術用語と関連が深い用語については解説

文の末尾に［参考］としてリンクが挿入されてお

り，クリックすることで関連する用語のページへ

移動できるようになっている（図 5）．学術用語の

図 6．「瀬戸内の生き物」のトップページ．10 つの

大項目に分かれている．

表 2．「瀬戸内の生き物」に掲載された種数．

先頭ページには大項目ごとに解説に利用した引

用文献も掲載しており，利用学生が自身でさらに

学習する際に参考にすることができるように工

夫されている（図 3）．

2．瀬戸内の生き物

（https://fishlab.hiroshima-u.ac.jp/setouchi-
ikimono/setouchi-ikimono.html）
「瀬戸内の生き物」は瀬戸内海，特に竹原ステ

ーション周辺の海産動植物を中心とした写真を

掲載した WEB 図鑑である．現在，213 種が掲載さ

図 7．大項目「魚類」の「ハオコゼ」，「オニオコ

ゼ」，「ホウボウ」の解説ページ．
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表 3．「竹原動画」で公開されている動画リスト．

れており（2021 年 8 月 24 日）（表 2），竹原ステ

ーション周辺の生物相をオンライン上で知るこ

とができるようになっている．竹原ステーション

ホームページのトップ右側，「演習・実習に関する

学術用語の解説」の下側にあり（図 1），クリック

すると「干潟の生き物」，「藻場の生き物」，「磯の

生き物」，「竹原周辺の海藻相」，「海浜植物」，「魚

類」，「プランクトン」，「魚類の寄生虫」，「鳥類」，

「哺乳類」の 10 項目が表示される（図 6）．各項

目をクリックすると項目に関連する生物の写真

が収録されており，生物写真には和名，学名，分

類群（目，科），採集日，採集地の情報，簡単な解

説が記載されている（図 7）．

3．竹原動画

（https://fishlab.hiroshima-u.ac.jp/kyotenka/ 
movie/movie.html）

 「竹原動画」では竹原ステーションで実施され

図 8．「竹原動画」のトップページ．撮影した日付

のついた動画タイトルが並ぶ．

た実習・演習の様子，竹原ステーションの周辺環

境を紹介する動画が収録されている．演習・実習

関連の動画が 5 本（内 1 本は学内限定公開），周

辺環境の動画が 1 本，公開されており（表 3），

2021 年 8 月 27 日現在，計 2087 回視聴されてい

る．トップページの右側に「竹原動画」のバナー

があり（図 1），クリックすると撮影した日付のつ

いた動画タイトルが表示される（図 8）．各動画タ

イトルがリンクになっており，クリックすると広

島大学公式 YouTube チャンネルへ移動し，動画を

視聴することができる（図 9）．演習動画は演習内

容のエッセンスを凝縮して 5～10 分程度になるよ

うに編集しており，視聴時間が長くならないよう

に作成している．また，録画撮影時の音声に加え，

動画内容を簡潔に説明する字幕を表示すること

で，演習の臨場感と演習内容の理解につながるよ

うに工夫している（図 9）．今後は空撮ドローンや

水中ドローン（ROV）を用いて撮影した動画も公

図 9．「2020 年 9 月 4 日 臨海生物生産学実習（1

日目）」の動画視聴画面．
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開していく予定である．

昨今の異常気象や疫病のパンデミックなど受

け，野外活動が十分に行うことができないなどフ

ィールド教育も新たな局面を迎え，竹原ステーシ

ョンではこれらのデジタルコンテンツをいち早

く，オンライン教材として取り入れた．対面での

演習が行えない状況下においてデジタルコンテ

ンツを駆使したオンライン上で利用可能な教材

は，時と場所を選ばずに誰でも利用することがで

きることが最大の利点である．フィールド科学と

オンラインを如何に融合し，フィールド科学への

関心を引き出すかが今後の課題であり， ICT

（Information and Communication Technology）や

VR（Virtual Reality）技術を駆使してコンテンツの

さらなる充実を図る必要がある．

本稿は文部科学省の教育関係共同利用拠点

（H29 年度〜R3 年度）の業績として出版する．最

後に竹原ステーションホームページの運営に携

わっていただいた足立賢太博士，勇木義則氏，デ

ジタルコンテンツ作成にご協力いただいた竹原

ステーション研究室配属学生の方々に心よりお

礼申し上げる．



組  織
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１．センター組織図
《広島大学大学院統合生命科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター》 

２．所在地等

広島大学大学院統合生命科学研究科

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 4 号

ホームページ：https://www.hiroshima-u.ac.jp/ilife 
附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目４番４号

電 話 番 号：(082) 424 - 7904 FAX 番号：(082) 424 – 2459 
ホームページ：https://www.hiroshima-u.ac.jp/fcenter/ 

：sei-bucho-sien@office.hiroshima-u.ac.jp 
西条ステーション

   （農場） 

〒739 - 0046 広島県東広島市鏡山二丁目 2965 番地

電話番号：(082) 424 - 7972，事務 (082) 424 – 7994 FAX 番号：(082) 424 - 7971 
メールアドレス：fscfarm@hiroshima-u.ac.jp 事務 sei-kyo-sien@office.hiroshima-u.ac.jp 

   （精密実験圃場）

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 5 番 2 号

電話番号：(082) 422 - 7111 内線 4165 
（食品実験実習工場）

〒739 - 8528 広島県東広島市鏡山一丁目 4 番 4 号

電話番号：(082) 422 - 7111 内線 4070 

   竹原ステーション

（水産実験所）

〒725 - 0024 広島県竹原市港町五丁目 8 番 1 号

電話番号：(0846) 24 - 6780 FAX 番号：(0846) 23 - 0038 
ホームページ：https://fishlab.hiroshima-u.ac.jp 

：takeemon@fishlab.hiroshima-u.ac.jp

大学院統合生命科学研究科 

副センター長 

海域生物圏部門 

センター長 

食資源機能開発部門 陸域生物圏部門 動植物精密実験部門

運営委員会

農場 精密実験圃場 食品実験実習工場 水産実験所

西条ステーション 竹原ステーション
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３．職 員（令和 3（2021）年 10月 1日現在）

センター長（併）  教 授    小 櫃  剛 人 

副センター長（命）  〃     大 塚     攻 

【陸域生物圏部門】 

 教 授    谷 田    創  主担当 

 〃     都 築  政 起  担 当 

     〃     豊 後  貴 嗣   〃 

   〃     実 岡  寬 文   〃    

〃     磯 部  直 樹   〃 

〃         杉 野  利 久   〃 

部門長（命）    准教授    黒 川  勇 三  主担当 

   〃     河 上  眞 一  担 当 

   〃     長 岡  俊 徳   〃 

 〃     上 田  晃 弘   〃 

  助 教    妹 尾  あいら  主担当 

   〃     鈴 木  直 樹   〃 

  研究員    七木田    敦  大学院人間社会科学研究科 教授 

  客員研究員  山 下  久 美  東洋英和女学院大学人間科学部 准教授 

   〃     川 西  正 子  近畿大学農学部 准教授 

   〃     木 場  有 紀  帝京科学大学教育人間科学部 准教授 

   〃     村 尾  信 義  倉敷芸術科学大学生命科学部 講師 

   〃     沖 田  美 紀  獣医師 

技術専門員  積 山  嘉 昌   技術センター フィールド科学系部門 

             （部門長（併））                            

             技術専門職員 山 口  哲 平   〃 フィールド科学系部門  

（技術班長（併））                生物生産技術班／飼料作物担当 

             技術主任   近 松  一 朗   〃   〃    〃   ／家畜担当 

              〃     田 中  明 良   〃   〃    〃   ／飼料作物担当 

              〃     木 原  真 司   〃   〃    〃   ／家畜担当 

               〃      脇    良 平   〃   〃    〃   ／ 〃 

             技術員    森 井  崇 光   〃   〃    〃   ／ 〃 

              〃     日 山    薫   〃   〃    〃   ／ 〃 

              〃     窪 田  浩 和   〃   〃    〃   ／ 〃 

             契約技術職員 北 村  亜 紀   〃   〃    〃   ／ 〃 

契約技能員  川 口  信 治   〃   〃    〃   ／ 〃 

室員     松 村    務  東広島地区運営支援部生物学系総括支援室 
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【動植物精密実験部門】 

   教 授    都 築  政 起  担 当 

          〃     豊 後  貴 嗣   〃 

          〃     実 岡  寛 文   〃 

部門長（命）   〃     堀 内  浩 幸   〃 

 〃     和 崎    淳   〃 

〃     冨 永  る み   〃 

 〃     磯 部  直 樹   〃 

〃     杉 野  利 久   〃 

             特任教授   吉 村  幸 則   〃 

准教授    長 岡  俊 徳   〃 

   〃     上 田  晃 弘   〃 

助 教    中 村  隼 明   〃 

〃     新 居  隆 浩   〃 

〃     松 崎  芽 衣   〃 

〃     菊 田  真由実   〃 

〃     秦      東   〃 

研究員    TRAN
チ ャ ン

 Dang
ダ ン

 Xuan
ス ア ン

  大学院先進理工系科学研究科 准教授 

技術職員   （技術センターから派遣） 

【食資源機能開発部門】 

  部門長（命）  教 授    羽 倉  義 雄  担 当 

           〃     上 野    聡   〃 

           〃     中 野  宏 幸   〃 

           〃     鈴 木  卓 弥   〃 

          講 師    平 山    真   〃 

助 教    山 本  祥 也   〃 

          技術専門職員 仲 井    敏  技術センター フィールド科学系部門 

          （技術班長（併））         生物科学班 

／工作機械実習・食品製造実験実習担当  

            契約技能員  福 田  瑞 恵    〃     生物生産技術班／  〃 

               〃    緒 方  裕 子    〃        〃   ／  〃 
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【海域生物圏部門】 

          教 授    大 塚    攻  主担当 

           〃     坂 井  陽 一  担 当 

             〃     小 池  一 彦   〃 

 〃     海 野  徹 也   〃 

   部門長（命） 准教授    加 藤  亜 記  主担当 

        〃     冨 山    毅  担 当 

           〃     斉 藤  英 俊   〃 

           〃     植 木  龍 也   〃 

           〃     若 林  香 識   〃 

          助 教    近 藤  裕 介  主担当 

          研究員    富 川    光  大学院人間社会科学研究科 准教授 

           〃     清 水  則 雄  総合博物館 准教授 

         客員研究員   鳥 越  兼 治  広島大学名誉教授 

〃     中 井  敏 博  広島大学名誉教授 

〃     池 上    晋  広島大学名誉教授 

           〃     佐 藤  正 典  鹿児島大学大学院理工学研究科 名誉教授 

           〃    安 藤  元 紀  岡山大学大学院教育学研究科 教授 

           〃     中 野  陽 一  宇部工業高等専門学校 教授 

〃     三 宅  裕 志  北里大学海洋生命科学部 准教授 

〃     下 村  通 誉  京都大学フィールド科学教育研究センター 

                瀬戸臨海実験所 准教授 

〃     山 岸  幸 正  福山大学生命工学部 准教授 

           〃     西 原  直 久  江田島市教育委員会生涯学習課 

                  大柿自然環境体験学習交流館 館長 

           〃     花 村  幸 生  日本甲殻類学会・日本プランクトン学会所属 

           〃     浦 田    慎  一般社団法人能登里海教育研究所 主幹研究員 

           〃     島 袋  寛 盛  国立研究開発法人水産研究・教育機構 

                           瀬戸内海区水産研究所 主任研究員 

           〃     米 山  弘 行  広島県農林水産局水産課 主査 

〃     菅 谷  恵 美  日本水産学会・日本魚病学会所属 

〃     新 田  理 人  日本動物分類学会所属 

技術専門職員  岩 崎  貞 治  技術センター フィールド科学系部門 

                           生物科学班 

※ 技術系職員は技術センターから派遣される。   



業 務 報 告
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事 務 部 関 係 

１．令和２（2020）年度予算関係 

(1)附属施設教育経費 

（単位：千円）

事        項 予 算 額

附 属 施 設 教 育 経 費* 
 瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター

47,694 千円

（内訳）西条ステーション（農場） 46,567 千円

竹原ステーション（水産実験所） 1,904 千円

西条ステーション（工作室）  223 千円

*基盤経費含む

(2)農場収入 

＜過去 5 年間＞ 

（単位：円）

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和 01 年度 令和 02 年度

牛売払

 和牛子牛

収入実績

数量(頭) 
 その他の子牛

収入実績

数量(頭) 
 経産牛ほか

収入実績

数量(頭) 
牛売払 計

収入実績

数量(頭)

5,945,131
8

1,539,857
10

1,557,657
7

9,042,645
25

6,680,020
10

1,081,503
7

1,112,528
8

8,874,051
25

7,272,508
11

1,111,463
6

2,054,554
14

10,438,525
31

12,300,392
18

974,181
8

2,827,565
16

16,102,138
42

11,357,255
18

1,150,721
8

1,198,587
8

13,706,563
34

緬羊売払

収入実績

数量(頭)
129,600

6
0
0

乳売払

収入実績

数量(kg)
23,950,297

224,368
25,622,329

240,745
22,277,787

196,081
27,468,635

237,080
25,731,126

223,676

収入実績合計 32,992,942 34,496,380 32,716,312 43,700,373 39,437,689
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２. 令和２（2020）年度主な行事及び見学等 

(1)主な行事 

令和２年度 畜魂祭

日時  令和２年 11 月 16 日(月)  13：30～14：00 
*新型コロナウイルス感染症対策を講じた実施体制で、代表者 4 名のみによって執り行った。

 (2)見学 

(2-1)農場見学 

(団体) 
令和２年  11月 26日 (木) 広島県西部農業技術指導所 7 名

計 7 名

*新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島大学の行動指針に基づき入構の制限を行った。

(個人) 
*新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、個人の見学は受入中止とした。
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３．令和２年度 センター利用状況 

 (1)教育への利用 

 (1-1)西条ステーション(農場，食品製造工場，精密実験圃場) 

授業科目 利用内容
研究科又は

学部名

学

年
A B

植物栄養生理学実験実

習

植物の生育と NPK
反応性

生物生産学部 3 18 23 414 

教養ゼミ
畜産食品製造学実験

実習

統合生命科学研究

科
30 2 60 

フィールド科学演習
畜舎及び圃場周りの

見学

統合生命科学研究

科
40 1 40 

AIMS 授業 

肉牛、乳牛、中小家

畜、搾乳ロボットの

見学等 

AIMS 留学生  4 2 8 
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 (1-2)竹原ステーション(水産実験所) 

授業科目 利用内容 
研究科又は 

学部名 

学

年
A B

水圏植物学実習 海藻に関する実習 生物生産学部 3 25 2 50

臨海生物生産学実習 
海洋生物に関する

実習
生物生産学部 3-4 28 2 56

フィールド科学演習 
干潟における生物

観察演習
生物生産学部 1 39 1 39

TARA JAMBIO による

勉強会 

海洋生物に関する

勉強会
地域住民 24 1 24

カブトガニをみんなで

守ろう 

海洋生物に関する

実習
小学生 39 1 39

たけはら海の学校：魚の

こどもたち、その不思議

海洋生物に関する

実習
地域住民 25 1 25

たけはら海の学校：クラ

ゲって悪者？いいえ、ヒ

トのためにもものすご

く役立っています 

海洋生物に関する

実習
地域住民 24 1 24

総合的な学習の時間
海洋生物に関する

演習
小学生 42 1 42

瀬戸内海の養殖水産物

を学ぶ総合演習

水産資源に関する

演習

私立大学生、生物

生産学部、教育学

部

2-4 3 4 12

エデュパークの学習ツ

アー 

海洋生物に関する

体験実習
小学生 21 1 21

竹原市役所 農業体験 体験実習 地域住民 5 4 20
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(2)研究への利用 

(2-1)西条ステーション(農場，食品製造工場，精密実験圃場) 

研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

植物のミネラルストレス耐性機構の解明 生物生産学部 1 335 15

ヤギの乳腺自然免疫に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 10

ウシの乳房炎と子宮内膜炎との関係 統合生命科学研究科 1 30 1 

ニワトリの粘膜免疫機能に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 3 

家畜・家禽の生産性に関する調査・研究 統合生命科学研究科 1 52 4 

乳牛のメタン産生に関する研究 統合生命科学研究科 1 2 195

日本ミツバチの採蜜（療育の為の養蜂研究） 人間社会科学研究科 1 1 10

薬剤耐性菌の研究 医系科学研究科 3 1 0 

畜魂祭の研究 文学部 0 1 1 
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(2-2)竹原ステーション(水産実験所) 

研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

マコガレイの成長実験 統合生命科学研究科 1 10 1 

イカナゴの夏眠実験 統合生命科学研究科 1 300 1 

ミズクラゲの変態に関する研究 統合生命科学研究科 1 12 2 

フグ毒産生菌の探索とその生産条件につい

て
統合生命科学研究科 2 35 2

クロダイ卵の分布に関する研究 統合生命科学研究科 5 1 18

ウチワエビ類の種苗生産に関する研究 統合生命科学研究科 2 10 4

ムラサキウニの年齢と呈味の関係 統合生命科学研究科 1 1 2

アカヒトデシダムシの寄生生態に関する研

究
統合生命科学研究科 1 2 1

イカナゴの栄養蓄積に関する研究、マコガ

レイに関する研究
統合生命科学研究科 1 20 3

カイメンに生息する未培養微生物の培養 統合生命科学研究科 1 20 1

クロダイの揮発性成分分析のための採水 統合生命科学研究科 10 3

アオリイカの追跡調査 統合生命科学研究科 2 1 3

光合成細菌の収集：バイオレメディエーシ

ョンに利用することを目的に新株のスクリ

ーニング使用

統合生命科学研究科 1 1 1

アミジグサ科褐藻類の生理活性物質の同定

とその農業への応用に関する研究
統合生命科学研究科 2 1

sampling of seaweeds 統合生命科学研究科 1 1

イノシシの生息数調査 統合生命科学研究科 2 1 1

広島島嶼部の野生動物の生息状況の調査 統合生命科学研究科 3 1 4

深海性カイアシ類の摂餌と化学感覚器に関

する研究
統合生命科学研究科 1 365 1

深海性カイアシ類の分布と摂餌に関する研

究
統合生命科学研究科 1 365 1

クラゲ類を中間宿主とする吸虫類の生活史

解明
統合生命科学研究科 1 365 1

ウオジラミ類の生活史に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 1

フグ目魚類の寄生虫に関する研究 統合生命科学研究科 1 365 1

寄生性カイアシ類の分子系統学的研究 統合生命科学研究科 1 180 1

水産実験所の視察および魚類調査 生物生産学部 2 1
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研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

マダイ体表における寄生虫調査のため 生物生産学部 1 6

クロダイ卵の分布に関する研究 生物生産学部 1 10

ウチワエビ類の種苗生産に関する研究 生物生産学部 10 2

魚類採集調査 生物生産学部 4 1 10

瀬戸内海におけるアイゴの生態調査 生物生産学部 9 1

ムラサキウニの年齢と呈味の関係 生物生産学部 1 1

マダコの発信器装着実験 生物生産学部 3 2

アオリイカの追跡調査 生物生産学部 1 20

イノシシの生息数調査 生物生産学部 1 4

寄生性カイアシ類の分子系統学的研究 生物生産学部 1 180 1

ウオジラミ類の生活史に関する研究 生物生産学部 1 365 1

のりの生育に関する研究 生物生産学部 1 365 1

紅藻サンゴモ類の分類学的研究 生物生産学部 1 365 1

効率的な海藻の陸上養殖に関する研究 生物生産学部 1 180 1

イワヅタ属の分類学的研究 生物生産学部 1 180 1

イボダイとクラゲの共生に関する研究 生物生産学部 1 180 1

カギノテクラゲの生態学的研究 生物生産学部 1 180 1

淡水と海水での寄生虫に関する研究 生物生産学部 1 180 1

広湾における水質・底質調査 先進理工系科学研究科 1 15

スラグ付着生物膜の有機物分解能評価、食

品残渣から作成した飼料添加剤のマダイへ

の給餌試験

先進理工系科学研究科 1 36 2

光合成細菌の収集 先進理工系科学研究科 1 1

瀬戸内近海の海水中の薬剤耐性菌の探索 医系科学研究科 4 1

光合成細菌の収集 工学部 1 1

大型藻類と砂泥の採集調査 北海道大学 1 6 1

evolution of dinoflagellate parasites; collection 北海道大学 1 7

無脊椎動物の巣穴に生息する甲殻類・魚類

についての研究 
高知大学 1 3 1

生野島での採集調査 京都大学 1 3

寄生者と生態系動態の関係；魚類寄生性ハ

ダムシの分類と生態解明 
神戸大学 2 10 2

Tara-Jambio マイクロプラスチック調査 筑波大学 3 3

Tara-Jambio マイクロプラスチック調査 東京藝術大学 1 2

アカテガニの共同研究に関する打合せと生

息地の見学 
新潟大学 1 3
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研 究 課 題 

研 究 者 等 

研究科又は学部名 

アサリの DNA 解析のため 北里大学 1 5

藻場生育基盤材料の検討 宇部工業高等専門学校 1 3 6

seaweed taxonomy with morphological and 
molecular data

カセサート大学 1 7

海藻類の増養殖研究 広島県農林水産局水産課 1 36

環境省委託アマモ場モニタリング 水産研究教育機構 3 1

無節サンゴモ類の系統分類 海洋生物環境研究所 1 2

Tara-Jambio マイクロプラスチック調査お

よび社会貢献イベント
TARA JAPAN 2 3

Tara-Jambio マイクロプラスチック調査お

よび社会貢献イベント
陶芸家 1 2

施肥材を用いた陸上養殖 松田産業株式会社 2 16

*利用申請書に基づく集計 
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生産技術部関係（農場）

１．乳牛及び肉牛 

(1)乳牛及び肉牛の飼育頭数

 令和 2 年度の乳牛（ホルスタイン）及び肉牛（黒毛和種）の飼育頭数を表 1-1 に示した。昨年の飼育頭

数と比較してみると,ホルスタインの頭数については，小計で同じであったが今年度育成が４頭多く後継牛

が着実に増えている。乳牛の生産頭数は昨年度と比較して４頭減少したが、乳牛雌の生産は目標をクリア

している。肉牛飼育頭数に関しては，昨年度と同じであった。令和 2 年度の肉牛の生産頭数は令和 1 年度

と比較して１頭減少したが、まずまずであった．

表 1-1  令和１年度乳牛，肉牛飼育頭数                   （単位：頭）

品    種 区分*１ 性別 
飼 育 頭 数 令和 2 年度 

平成 29.4.1 平成 30.4.1 平成 31.4.1 平成 31.4.1 生産頭数*2 購入頭数

ホルスタイン種 

成 ♀ 28 24 31 27 
育 ♀ 18 23 18 22 H♀12 
肥育 去勢 0 0 0 0 H♂ 5 

小 計 46 47 49 49  

F1・F1クロス 

黒毛和種 

成 ♀ 17 18 20 21 F1♀ 2 
育 ♀ 4 5 4 1 F1♂ 3 

肥育 
去勢 5 7 10 9 JB♀10 
♀ 4 5 6 9 JB♂10 

小 計 30 35 40 40 
合       計 76 82 89 89 42 0 

*1成：18ヶ月以上 育：18ヶ月以下  *2 H：ホルスタイン JB：黒毛和種 F1：ホルスタイン＊黒毛和種

(2)乳牛の生乳生産

 令和 2 年度の年間生乳生産量を表 1-2 に示した。平均搾乳頭数は 22.0 頭で，令和 1 年度より少し減少し

ている。年間出荷量は 229,838kg と昨年度より約２トン少なかった。これは、高体細胞牛、乳房炎牛、SA

牛、７頭を除籍したためである。乳成分のうち，乳脂率は平均 3.83％で，令和 1 年度より低くなっている。

体細胞数は平均 169,000 であり，令和 1 年度と比べて低くなっており，熟慮のうえ，状態の悪い７頭を除

籍したため低くなった。表 1-3 に令和 1 年度個体別産乳量及び飼料給与量を示した．TMR を年間 234ｔ給

与し，搾乳ロボットで濃厚飼料 51ｔを給与した．令和 1 年度の TMR 給与量が 252t に対して大きな変動は

なかった．

令和 2年度の乳牛の平均産次数は 1.5産で搾乳日数 366日，期間乳量12,156kgであり，305日乳量は 10,374kg

と令和 1 年度と比べて平均産次数は上がり，搾乳日数は下がった．1 頭当たり 305 日乳量は上回った．
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表 1-2 令和２年度生乳生産量                    (乳脂率･乳蛋白率･無脂固形率:％)

月
頭
数

一 等 乳 (kg) 初  乳 (kg) 
乳
蛋
白
率

無
脂
固
形
率

体細胞
数

*1000生産量 売払 哺乳
実
験
等

供
用
換

哺乳 廃棄

4 月 20.0 18085.8 17845.2 240.6 0.0 0.0 0.0 6.6 -6.6 3.81 3.30 8.76 158.33

5 月 22.0 19975.0 19657.1 317.9 0.0 0.0 630.9 80.1 550.8 3.82 3.30 8.79 202.67

6 月 23.0 18203.7 17986.5 217.2 0.0 0.0 105.4 32.0 73.4 3.74 3.30 8.77 326.33

7 月 20.0 14540.8 14327.1 213.7 0.0 0.0 145.0 32.0 113.0 3.73 3.25 8.76 308.33

8 月 19.0 15946.1 15584.1 362.0 0.0 0.0 86.6 23.3 63.3 3.78 3.21 8.71 169.67

9 月 18.0 16581.6 16153.4 418.2 0.0 10.0 145.9 37.7 108.2 3.64 3.23 8.79 129.00

10 月 22.0 19390.2 18670.2 720.0 0.0 0.0 338.3 69.6 268.7 3.82 3.34 8.91 146.00

11 月 23.0 20176.3 19391.2 785.1 0.0 0.0 149.7 42.5 107.2 3.83 3.29 8.82 126.00

12 月 23.0 21591.5 21252.9 338.6 0.0 0.0 92.6 21.1 71.5 3.85 3.36 8.92 124.33

1 月 24.0 23679.6 23174.7 504.9 0.0 0.0 185.8 52.5 133.3 4.02 3.47 9.03 96.33

2 月 25.0 22368.2 21839.2 529.0 0.0 0.0 189.7 46.1 143.6 3.98 3.41 8.94 114.67

3 月 25.0 24488.2 23956.5 531.7 0.0 0.0 18.6 8.0 10.6 4.00 3.31 8.89 130.67

合計 22.0 235027.0 229838.1 5178.9 10.0 2088.5 451.5 1637.0 3.83 3.31 8.84 169  

(3)乳牛の繁殖成績

 令和 2 年度に分娩した乳牛は 25 頭であった。令和 1 年度と比較して少し多かった。3 頭の死産があり，

生まれた乳牛 17 頭中 12 頭が雌であった．乳牛雌の産出数は昨年を下回った．令和 2 年度分娩乳牛の平均

産次数は 1.6 産で，平均交配回数は，1.6 回であった。交配回数は令和 1 年度と比較して，非常に少なくな

っている，今後も継続したい．

子牛(生後 0～90 日)の給与量は，雌の平均濃厚飼料（カーフスターター）は 51.5kg, 乾草 15.8kg であり, 濃

厚飼料が減少し, 乾草が増加した. 90 日の平均体重は 121.4ｋｇと少し減少した. 乳雄とＦ1 の給与量は出

荷したためデータがなかった．

(4)肉牛の繁殖成績

 令和 2 年度の肉牛の繁殖成績を表 1-6 に示した. 令和 2 年度に分娩した黒毛和種は 21 頭であった. これ

らの平均産次数と平均交配回数はそれぞれ4.4産と1.8回であり,元年度より平均産次数が増加した. これは，

初産の頭数が 2 頭で，昨年よりも 2 頭少なかったためである. 分娩頭数は昨年と同じであった. 子牛の体重

は, 120 日齢で去年を下回った. これは, 夏季の放牧圧の掛けすぎにより親が削痩し, 乳量が低下してしま

ったためである. 
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表1-3 令和1年度乳牛の個体別産乳量及び飼料給与量                                             （kg）
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表 1-4 令和２年度個体別 305 日乳量                                                  （単位:kg）

表 1-5 令和２年度乳牛繁殖成績

子牛品種* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種
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表 1-6 令和２年度肉牛繁殖成績

子牛品種* JB：黒毛和牛
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(5)乳牛及び肉牛の売払状況

 令和 2 年度の家畜売払状況を表 1-7 に,出荷成績を表 1-8 に示した. 乳牛，和牛，F1 合わせて 34 頭を出荷

した. 今年度は, 市場相場平均が下落し和牛子牛, F₁♂の平均価格が昨年を下回った. 

表 1-7 令和２年度乳牛および肉牛売り払い状況

 種別* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種 JB：黒毛和牛

表 1-8 令和２年度乳牛及び肉牛の畜種別出荷成績

種別* H:ホルスタイン F1：ホルスタイン×黒毛和種 JB：黒毛和牛
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(6)家畜疾病状況

 表 1-9 に令和２年度の家畜疾病状況をしめし．乳房炎については，年度前期に送風機の設置及び始動が

梅雨開け後にずれ込んだ影響で，梅雨時期に牛床が糞尿等で湿った状態に悪化し，多くの牛で乳電導度や

体細胞数の上昇（乳質の悪化）が起こった．その後、乳質が改善されない牛が時間差で乳房炎を発症する

状態が続いた．送風機始動後は牛床も乾いた状況に改善され，徐々に乳房炎の発生も減少した．年度後期

は乳房炎の発生件数が例年より非常に少なく推移し，乳房炎の発生件数は 12 件と前年度（11 件）とほぼ

同数に収まった．

 その他の疾病では分娩後の血乳症が例年より多く発生し，一部の牛では軽度の血乳が一か月程度つづき，

生乳出荷できない事例も有った．

 蹄病に関しては伝染性の皮膚炎が減少しており，数頭の牛が慢性的に軽度の皮膚炎を繰り返す状況に変

化している．

令和２年度疾病状況（全 57 件）
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表 1-9 令和２年度家畜の疾病状況
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２．中小家畜 

(1)中小家畜飼育頭数

 令和２年度の緬羊，山羊の飼育頭数を表 2-1 に示した．

表 2-1 令和２年度中小家畜飼育頭数                     （単位：頭）

○緬羊

  緬羊の平均飼育頭数は，22 頭と前年度より 2 頭増加した.

○山羊

表 2-1 に示すように, シバ山羊の平均飼育頭数は増加にあるが, 病気への抵抗力が弱く実験利用が難し

いため, トカラ山羊の利用を進める事になった. トカラ山羊の平均飼育頭数は横ばいになっている. 

(2)中小家畜の繁殖及び育成成績

令和 2 年度の緬羊および山羊の繁殖成績を表 2-2 に示した. 育成成績を表 2-3, 2-4, 2-5 にそれぞれ示

した.育成成績については, 12 月に体重計が故障したため FMACHA システム(眼結膜確認による貧血検査)

の利用を 2 月より開始した. 

表 2-2 令和２年度 緬羊・山羊繁殖成績

（注）産子数は死産も含まれる. よって産子数・平均生時体重・一腹産子数は, 生産頭数とは異なる. 
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表 2-3 令和２年度緬羊体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい

○緬羊

繁殖成績は，交配頭数は 11 頭であったが分娩頭数は 7 頭であった. 産子数は 10 頭であり，一腹産子数

は1.4頭であった. 仔緬羊の平均生時体重は４.3kgと昨年度よりも増加した. 今年度は受胎率が大きく向上

し, 種♂の成長が見られた.
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○山羊（シバ）

シバ種の繁殖成績は，交配頭数 15 頭と前年度より 6 頭増加し，分娩頭数も 7 頭と 2 頭減少した. 産子数

は 13 頭であり，一腹産子数は 1.9，平均生時体重は 1.3kg と減少した. 更新予定に従い交配頭数を増やした

が疾病等が多く死亡する個体もいた. また受胎率も悪化した. 来年度からはトカラ山羊の利用を進める事

となった. 

表 2-4 令和２年度山羊（シバ）体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい
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○山羊（トカラ）

トカラ種の繁殖成績は，交配頭数 23 頭と前年度より 10 頭増加し, 分娩頭数は 12 頭であり，前年度よ

り 1 頭減少した. 産子数は 19 頭と前年度と同じで，一腹産子数は 1.6 頭であり，受胎率は低下したが一腹

産子数が増加した. 

表 2-5 令和２年度山羊（トカラ）体重測定・FAMACHA 結果

※12 月, 1 月は計測無し. 2 月より FAMACHA テストを利用開始, 生後 2 か月以内の個体は体重を計測. 

FAMACHA スコアの見方

1 鮮血色 : 健康, 駆虫不要

2  赤から濃いピンク色 : 貧血症状無し, 駆虫不要

3  ピンク色 : 貧血の疑い, 駆虫するか否かは生育状態によって判断

4  淡いピンク色 : 貧血, 隔離して駆虫が必要

5  薄い肌色 : 重篤な貧血症状, 駆虫が必要であるが回復は難しい
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３．飼料作物

(1)作付け及び収穫状況

 令和元年秋から令和 2 年夏までの作付け及び収穫状況を表 3-1 に示した．令和 2 年度の収穫状況は秋播

種作業が 10月中に完了した．生育も順調に進んでいたが，令和 2年冬より新型コロナウイルスにより，様々

な制限があり，5 月のイタリアンの収穫では，人数が限られた中での作業となった．そのような状況下で

も順調に収穫を終えることができたので，ロール数，乾物量ともに前年収量を上回る結果となった．作業

機械についても大きな不具合等もなかった．

春夏作のトウモロコシの収穫状況は，前年の 8割程度となった．前年に比べ，作付面積を増やしたが，雑

草防除時期と梅雨が重なり，適期に農薬散布を行うことができなかった圃場があった．そのため，生育が

良くない圃場があり収穫量が少なくなった．作業機械については大きな故障もなく順調に作業を進めるこ

とができた．

(2)家畜別収穫調製量

家畜別生産量を表 3-2に示した．裁断型コーンサイレージは前年を下回ったが，乳牛向けに生産してい

るイタリアンライグラスロールサイレージ及び裁断型コーンサイレージは，ともに必要分を確保すること

ができた．肉牛・中小家畜向けは，混播を中心に生産し，前年と同程度の収量となった．

(3)農業機械稼働状況

飼料作物関係車両・作業機使用時間を表 3-3に示した．令和 2年度も昨年に引き続き機械の更新を行う

ことができなかった．半数以上の機械が購入後 20年以上経過しており，早急に更新を行っていく必要があ

る．また，修理や部品交換の頻度も増えている．適切な対応により，作業効率の低下，作業の危険度の上

昇，加えてより深刻な不具合による修理費の高騰を防がなければならない．

循環型畜産を続けていく限り，飼料作物は必要不可欠なものである．トラクターも含め作業機も更新して

いく必要がある．

今後の機械更新については，昨年に引き続きトラクターについては，故障の多いフォードトラクターを優

先的に更新すべきと考える．作業機に関しては，昨年に引き続き使用頻度及び生産性の観点からロールベ

ーラ及びラッピングマシンの更新が必要である．加えて，刈り取り機械であるモアコンディショナ及びデ

ィスクモアも購入後 20年以上経過し修理の頻度，修理額ともに増加しており，更新の必要がある．
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表 3-1 令和２年度 飼料作物・牧草・作付け・収穫調製状況

注)① 化成肥料は，N 14％，P2O5 14％，K2O 14％

注)② 草種ごとの播種量
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表 3-2 令和２年度 家畜別粗飼料生産量

表 3-3 令和２年度 飼料作物関係車両・作業機使用時間
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○ 南平眞実・Chuamnakthong Sumana・Wangsawang Thanakorn・Sreewongchai Tanee・実岡寛文・上

田晃弘：タイイネ品種における塩・アルカリ条件下のイオン吸収特性．2020 年度日本土壌肥料

学会（2020 年 9 月 9 日，オンライン学会）

○ 南平眞実・Sumana Chuamnakthong・Thanakorn Wansawang・Tanee Sreewongchai・実岡寛文・上

田晃弘：塩ストレスとアルカリストレスの両方に耐性を有するイネ品種の選抜．2020 年度日本

土壌肥料学会関西支部講演会（2020 年 12 月 3 日，オンライン学会）

5. 雑誌

○ 大塚 攻・高橋俊吾: 瀬戸内海のカブトガニ保全―福岡県曽根干潟と広島県ハチ干潟を例に. 科
学，91, 232–234. 

6. 報道

○ 近藤裕介：Tara-Jambio マイクロプラスチック共同調査勉強会．タネットニュース LIVE．たけ

はらケーブルネットワーク．（2020 年 10 月 19 日）

○ 近藤裕介：プラスチック問題を考えよう！．ザ・ウィークリー・プレスネット．（2020 年 11 月

27 日）

○ 妹尾あいら：広島大学の若手研究者に聞く．ザ・ウィークリー・プレスネット．（2020 年 7 月

30 日）
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